
新
井
充
先
生
、
最
終
講
義
の
ご
案
内 

 
拝
啓 皆

様
に
は
時
下
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
新
井
充
先
生
は
二
〇
十
九
年
十
一
月
に
六
十
五
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
本
年
度
を
も
っ
て
東
京

大
学
を
定
年
で
ご
退
職
さ
れ
る
ご
予
定
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

先
生
は
、
一
九
七
七
年
三
月
に
東
京
大
学
工
学
部
反
応
化
学
科
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
反
応
化
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
さ
れ
、
一
九
七
九
年
三
月
同
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

修
士
課
程
で
は
、
吉
田
忠
雄
教
授
の
研
究
室
に
て
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
同
研
究
室
に

て
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
、
一
九
八
二
年
三
月
に
「
反
応
性
化
学
物
質
の
不
安
定
性
評
価
に
関
す
る
研
究
」

で
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
か
ら
工
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
直
ち
に
、
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
（
現
日
本
製
鉄
株
式
会
社
）
に
入
社
さ
れ
、
化
学
研
究
セ
ン

タ
ー
に
て
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
副
生
ガ
ス
の
分
離
手
法
や
耐
熱
性
高
分
子
の
研
究
開
発
お
よ
び
高
分

子
加
工
に
関
す
る
研
究
所
設
立
の
た
め
の
企
画
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
五
年
か
ら
二
年
間
サ
ウ
ス

ウ
エ
ス
ト
テ
キ
サ
ス
州
立
大
学
（
現
テ
キ
サ
ス
州
立
大
学
）
に
客
員
研
究
員
と
し
て
在
籍
さ
れ
、
耐
熱
性

高
分
子
の
合
成
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

一
九
九
一
年
一
月
に
東
京
大
学
工
学
部
反
応
化
学
科
の
講
師
に
就
任
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
助
教
授
、

そ
の
後
、
大
学
院
工
学
系
研
究
科
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
助
教
授
、
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
助
教
授
を
経
て
、
二
○
○
五
年
に
環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
に
昇
進
さ
れ
ま

し
た
。
二
○
○
九
年
か
ら
二
○
十
一
年
お
よ
び
二
○
十
三
年
か
ら
二
○
十
五
年
に
は
環
境
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
不
明
廃
棄
物
に
対
す
る
本
学
の
取
組
み
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
環
境
安
全

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
積
極
的
な
回
収
と
処
理
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
改
革
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
間
、
環
境
安
全
本
部
の
環
境
管
理
部
長
を
お
務
め
に
な
り
東
京
大
学
の
安
全
管
理
水
準
の
向

上
に
注
力
さ
れ
ま
し
た
。 

研
究
分
野
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
化
学
を
ご
専
門
と
さ
れ
、
火
薬
類
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
物
質
の
反
応
挙
動
解
析
や
危
険
性
評
価
の
高
度
化
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
二
○
○
一
年
に
は

「
物
質
の
危
険
性
評
価
の
た
め
の
試
験
方
法
及
び
判
定
基
準
に
関
す
る
調
査
研
究
（
一
）
」
に
参
画
さ
れ
、

物
質
の
発
火
・
爆
発
危
険
性
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
手
法
の
改
良
お
よ
び
新
た
な
手
法
の
開
発
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
○
○
五
年
か
ら
二
○
○
七
年
に
は
文
部
科
学
省
振
興
調
整
費
重
要
課
題
解

決
型
研
究
「
テ
ロ
対
策
の
た
め
の
爆
発
物
検
知
・
処
理
統
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
参
画
さ
れ
、
低
温
下

で
の
爆
発
物
の
感
度
評
価
の
面
か
ら
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
日
本
で
も
数
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
化
学
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
産

業
省
産
業
構
造
審
議
会
の
保
安
・
消
費
生
活
用
品
安
全
部
会
火
薬
小
委
員
会
の
委
員
長
や
、
産
業
火
薬
保

安
ワ
ー
キ
ン
グ
，
火
工
品
保
安
ワ
ー
キ
ン
グ
，
煙
火
保
安
ワ
ー
キ
ン
グ
，
特
則
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
い
っ
た
、
火
薬
類
保
安
行
政
に
係
わ
る
重
要
な
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
主
査
を
務
め
る
な
ど
行
政
に

も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
学
会
活
動
に
お
い
て
は
二
○
十
二
年
か
ら
二
○
十
六
年
の
間
（
一
社
）
火
薬
学
会
会
長
と
い
う

立
場
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
研
究
を
推
進
さ
れ
、
二
○
十
六
年
か
ら
二
○
十
八
年
に
は
（
特
非
）
安
全
工

学
会
会
長
と
し
て
、
国
内
の
産
業
安
全
の
み
な
ら
ず
分
野
を
横
断
す
る
安
全
研
究
を
促
進
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
一
九
九
五
年
よ
り
国
際
危
険
物
専
門
家
会
議
（
Ⅰ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
）
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ



て
お
り
、
ま
た
、
二
○
十
二
年
よ
り
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
学
会
の
ア
ジ
ア
代
表
理
事
を
務
め
ら
れ
、

国
際
的
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
研
究
活
動
や
行
政
へ
の
貢
献
に
よ
っ
て
、
化
学
物
質
の
危
険
性
を
制
御
す
る
と
い
う
面
か

ら
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
注
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

先
生
は
ま
た
、
化
学
物
質
の
危
険
性
と
有
用
性
に
つ
い
て
学
生
た
ち
の
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
特
に
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
が
ご
担
当
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
化
学
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
物

質
化
学
特
論
」
、「
シ
ス
テ
ム
安
全
工
学
／
シ
ス
テ
ム
安
全
工
学
特
論
」「
安
全
・
環
境
化
学
」
の
講
義
で
は
、

本
質
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
学
生
に
強
い
印
象
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
で
も

毎
年
百
余
名
の
学
生
に
講
義
「
化
学
防
災
と
安
全
工
学
」、
首
都
大
学
東
京
に
お
い
て
約
五
十
名
の
学
生
に

講
義
「
安
全
化
学
」
を
ご
担
当
さ
れ
、
安
全
教
育
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

研
究
室
に
お
い
て
は
、
常
に
リ
ベ
ラ
ル
な
姿
勢
で
学
生
と
接
せ
ら
れ
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
学
生
が
の

び
の
び
と
実
験
を
行
い
、
活
発
に
議
論
を
行
い
な
が
ら
研
究
を
存
分
に
進
め
る
、
と
い
う
自
由
闊
達
な
カ

ル
チ
ャ
ー
を
醸
成
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
室
の
卒
業
生
や
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
産
業
界
、
大

学
、
省
庁
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
研
究
・
教
育
以
外
に
、
先
生
は
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
花
火
の
分
野
で

は
全
国
花
火
競
技
大
会
「
大
曲
の
花
火
」
審
査
委
員
長
、
隅
田
川
花
火
大
会
花
火
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
副
委

員
長
、
や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技
大
会
審
査
委
員
、
花
火
甲
子
園
審
査
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
日
本
の
文

化
芸
術
と
し
て
の
花
火
を
支
え
る
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、
先
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
き
ま
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
優
れ
た
研
究
開
発
、
人
材

育
成
、
そ
し
て
社
会
貢
献
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
通
り
最
終
講
義
お
よ
び
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
、
新
井
先
生
の
ご
意

向
に
よ
り
、
退
職
記
念
会
は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
具 

二
〇
十
九
年
十
二
月
吉
日 

 

東
京
大
学 

環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

辻 

佳
子 

東
京
大
学 

大
学
院
工
学
系
研
究
科 

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

専
攻
長 

山
田 

淳
夫 

 
 



 
 
 
 
 
 

 

記 
 

【
最
終
講
義
】 

一
．
日
時 : 
二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
（
金
）
十
五
時
～
十
六
時
四
五
分 

 
 

 
 

 

（
十
四
時
三
〇
分
よ
り
受
付
開
始
） 

二
．
場
所 : 

東
京
大
学
工
学
部
八
号
館
八
三
号
講
義
室 

三
．
講
義
題
目 :

「
火
薬
と
安
全
と
」 

 

【
交
流
会
（
懇
談
会
）】 

一
．
日
時 : 

二
〇
二
〇
年
三
月
六
日
（
金
）
十
七
時
十
五
分
よ
り
（
十
七
時
よ
り
受
付
開
始
） 

二
．
場
所 : 

東
京
大
学
山
上
会
館
一
階
談
話
ホ
ー
ル 

三
．
会
費 : 

六
千
円 

（
ご
出
席
の
お
返
事
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
振
込
先
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
事
前
振
込
に
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
） 

 

お
手
数
で
す
が
、
以
下
の
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
、
メ
ー
ル
あ
る
い
はFAX

に
て
、
一
月
二
四
日
（
金
）
ま
で

に
出
欠
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 

【
ご
回
答
フ
ォ
ー
ム
】 

 

最
終
講
義 

（ 
 

）
ご
出
席 

 

（ 
 

）
ご
欠
席 

 

交
流
会
（
懇
談
会
） 

（ 
 

）
ご
出
席 

 

（ 
 

）
ご
欠
席 

  

ご
芳
名 :  

 

ご
所
属 :  

 

ご
職
位 :  

 

ご
連
絡
先 

 
 
 
 
 

電
話
番
号 

 
 
 
 
 

E-m
ail

ア
ド
レ
ス 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

東
京
大
学 

環
境
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー 

新
井
教
授
室
秘
書 

禰
覇
朋
美 

〒
一
一
三
―
〇
〇
三
三 

東
京
都
文
京
区
本
郷
七
―
三
―
一 

TEL &
 FAX: 03-5841-2973 

E-m
ail: arailab2020@esc.u-tokyo.ac.jp 

 
 


